
みなさんは「素敵な先生になりたい！」という夢や願いを持っていると思います。

香川大学教育学部では、大学の授業や課外活動、学外での教育関連活動（スクール

ボランティアなど）、教育実習などを総合的に関連づけながら教員養成を行います。

現在、教師を取り巻く環境は厳しい状況にあります。学校教育には、家庭や地域の

教育力低下など様々な問題に起因する困難さがある一方、家庭・地域・社会から様々

な期待が寄せられています。

教師になることは、容易なことではありません。教師を目指す誰もが、その過程で

多くの苦難に遭遇します。様々な学習と体験を積み重ねる中で、それら多くの苦難に

直面しつつも、みなさんの「教師になりたい！」という強い意志を支えに、その都度、

自分の姿を真摯に見つめ振り返り、教師として必要な資質能力を身につけていくこと

を、切に願っています。

教師に必要な資質能力は多様にあります。重要なことは、それらをトータルに身に

つけた「一人の人間としての総合力」です。足りない要素を付け足していくだけでは

不十分です。大学での授業、学生相互の活動、教育実習等の教育関係者や子どもたち

と関わる活動、地域社会での活動などの経験や、その活動から得られる「気づき」

｢思い｣｢考え」、そして様々な知識や技能などを総合して、教師として必要な資質能力を

磨いていくのです。それは、様々な関係・状況・文脈の中で、みなさん一人ひとりが

主体的に自身を磨き育てていく営みと言えるかもしれません。

香川大学教育学部では、教員養成の機会をこのように幅広い視野で捉えながら、

教師を目指すみなさんの指導と支援を行います。
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大学での学びを通して、実践力の基礎を身に付けよう！
　あなたのめざす理想的な教員像とは─　まずは、若さと情熱です。そして、明るさ
を大切にしてほしい。…しかし、それだけでは十分とは言えません。
　下に示す“さぬきうどん型教員”には、めざす理想的な教員像についてみなさんに具体的に
イメージを持ってもらい、大学での学びを通して実践力の基礎を身につけてほしいという願
いが込められています。

◎大学での学びにおいて、3つのことを心がけよう！
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　①１年次：「教職概論」終了後 　評価は、１～４を記入しましょう。(半角数字)
　②２年次：「教育実践プレ演習」「保育実習」終了後 　　　　　 ４：あてはまる
　③３年次：「事前指導」終了後 　　　　　 ３：どちらかといえば あてはまる
　④３年次：「教育実習・事後指導」終了後 　　　　　 ２：どちらかといえば あてはまらない
　⑤４年次：「教職実践演習」前 　　　　　 １：あてはまらない
　⑥４年次：「教職実践演習」終了後

① ② ③ ④ ⑤ ⑥

異なる考えを取りまとめて共通理解を図ろうとする姿勢

遅刻欠席はありませんか。自分から挨拶ができていますか。
場をわきまえた発言、態度、服装など社会人としてのマナーが守れていますか。

他人と協力しながら活動できますか。
自分の役割を責任を持って最後までやり遂げていますか。

円滑に仕事を遂行するための方法の理解と実践
（段取り、役割分担、適切な指示、他者への気配り等）

計画性のある活動を心掛けていますか。
リーダーとして企画及び運営することができますか。
人の良いところを見つけ、伝えることができていますか。

学内外の人々との良好な関係を築こうとする姿勢

サークル・ボランティア・アルバイトなど、地域や社会で多くの人と関わることのできる場を積極的に求めて
いますか。

社会人としての基本的マナー（挨拶、約束の履行、身だしなみ等）の習得や、
場・状況をわきまえた言動の取り方

話し合いの時に積極的に意見を述べていますか。
グループリーダーとして様々に異なる意見をまとめることができますか。
自分とは異なる意見を受け入れることができますか。

集団の一員としての自覚を持ち、協力して自らの役割を果たそうとする姿勢

対
人
能
力

コミュニケー
ション能力

協働性

社会人
としての
基 本

子どもの安全管理や健康管理に必要な内容を理解していますか。
子どもと接するときに常に意識して行動していますか。

教師としての倫理観と遵守すべき内容（守秘義務・法令の遵守等）についての理解

教師として遵守しなければならない基本的な法律や倫理規定(信用失墜行為等)を理解していますか。
教師としての倫理観を持っていますか。

教育への情熱を持ち、教師としての資質能力を高め、自ら成長しようとする姿勢

自己を客観的に振り返ることができますか。常に学び続けようとする向上心がありますか。
「教師になりたい」という強い意志を持っていますか。

教育改革の動向についての理解とそれに基づく教育課題の探究

どのような教師が求められているか理解していますか。
そのために何をしたらよいか目標を持っていますか。

教職の意義とその内容についての理解

教育の役割とは何か、教師の役割とは何か、自分なりの考えを持っていますか。
様々な教育論・教師論について学べていますか。

子どもの安全や健康管理に十分配慮した教育活動の展開

他者との共感的なコミュニケーション

友人と良い関係ができていますか。
自分たちと異なる世代の人たちとも積極的にコミュニケーションを取ることができますか。

評価内容

教師に求められる５つの資質能力　学びの履歴

教
職
の
使
命

教職の理解

教師としての
自覚と心構え

教育問題に
対する関心

　香川大学教育学部の考える「教師に求められる５つの資質能力」を身につけるために、大学で単位を修得す
ることに加えて、どのような体験が必要なのか、どのような知識を身につければよいのか、具体的な内容は以
下のとおりです。
　社会に出るまでの４年間で身につけなければならないことはたくさんあります。これらの項目を参考にし
て、入学時から卒業までの４年間、見通しを立てながら主体的・積極的に学びましょう。
　以下は、自己評価のためのチェック表です。下記①～⑥の時点で自己評価を行いましょう。

現代の教育課題について問題意識を持ち、書籍等を読んで探究していますか。
現代の教育改革の動向を理解していますか。

評価の観点

求められる教師像についての理解とそれに向けた自らの課題の把握
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評価の観点 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥

子ども理解の意義とそのための方法に関する知識や技能の習得

子ども（幼児・児童・生徒）の発達段階についての基礎的な知識がありますか。
学校種・各学年段階の子どもの思考力や言語力の発達状況について理解していますか。
子ども理解のための方法について学んでいますか。

社会状況や時代の変化に伴って生じる子どもの変化を、進んで捉えようとする姿勢
（生徒指導、特別支援教育、幼小中連携等）

不登校、いじめ、児童虐待、発達障害、小１プロブレム・中１ギャップなどの知識がありますか。
ニュースや書籍などから情報を得ていますか。

子どもの言動の背後にある思いを理解するなど子どもの立場に立った受容的姿勢

子どものことばに常に耳を傾けていますか。
子どもの言外の行動を読み取り、理解しようとする姿勢がありますか。
子どもの立場に立ったカウンセリングマインドについて理解し、日頃から心掛けていますか。

一人一人の子どもの実態把握とその実態に即した適切な関わり方
（特性、状況、家庭環境、生育歴等）

常に子どもの行動や表情、態度を良く見ていますか。
様々なタイプの子どもに対して伝わりやすいように説明を工夫できますか。
子どもの特性を把握しながら効果的に指導しようとする手だてを知っていますか。

学習指導要領・幼稚園教育要領等に基づいた各教科等のねらいや内容等に関する理解（題材観）

学習指導要領・幼稚園教育要領等の基本的な内容を理解していますか。
専門とする(所属教育コースの)学校園種・専門教科等の基礎的な内容を理解していますか。

各教科等の指導内容に関する子どもの実態把握についての理解と実践（子ども観）

指導内容に関わる子どもの既習内容や既習経験について、実態を把握する方法を理解していますか。

各教科等の指導のための教材研究についての理解と実践（指導観）

各教科等の基本的な単元（教材）の指導内容について理解していますか。
その内容の指導に向け教材研究に取り組めますか。

指導案づくりの基本の習得や子どもの実態に応じた学習の流れの構想

単元のねらいから本時の学習課題を立てることができますか。
学習内容及び子どもの実態に応じた授業/保育の流れを構想し、指導案作成ができますか。

指導技術の基本的な内容の理解と実践（板書、発問、話し方等）

子どもの反応を予想して効果的な発問を考えることができますか。
授業の流れに応じた効果的な板書計画を立てることができますか。

子どもの関心意欲を大切にし、子どもが主体的に学べるための指導方法についての習得

子どもの思考を促す効果的な資料や教材を用意できますか。
子どもを学ぶ主体として位置付ける授業/保育の方法について理解していますか。

自らの授業/保育改善につながる模擬授業/保育や授業/保育討議会への参加

授業/保育記録作成についての知識と技術がありますか。
模擬授業/保育において課題を見つけ指導案の改善ができますか。
授業/保育討議で積極的に発言できますか。

子どもの実態や状況を把握した規律ある学級経営の内容や実践についての理解

学級経営に関する基本的知識を身につけていますか。
学級経営を進めるための実践事例（座席の配慮・班活動・係活動など）について理解していますか。
自分の目指す学級像がありますか。

学習を支える生徒指導、教育相談、特別支援教育等に関する内容と実践についての理解

生徒指導、教育相談、特別支援教育に関する基本的知識を身につけていますか。
実践事例（学習/生活規律、なかまづくり、き然とした対応、他の教員との連携など）について理解していま
すか。

学習環境に関する内容と実践についての理解

学習環境づくりの基本的知識（学習規律,教室掲示,学級通信,清掃活動等の教室経営）を身につけていますか。
実践事例について理解していますか。

教育に関する専門性を身に付け、自らを高めていこうとする意欲

教育について学ぶことは楽しいですか。
深く極めていきたいと感じる学問や学芸がありますか。
教育内容や教科の専門分野、スポーツ・文芸など、自分が打ち込めるものを持っていますか。

常に課題意識を持ち、その解決に向けて探究しようとする姿勢

世の中の様々な問題に関心がありますか。
自分自身で物事を考える習慣がありますか。
客観的に物事を考える習慣がありますか。

子どもたちの学びを豊かにすることにつながる高度な文化性・学術性を身に付けようとする姿勢

専門的な知識・技能の向上のために、自ら課題を持ち努力していますか。
長期的な視野で自分を磨こうとしていますか。

探
究
心

学びの
基盤づくり

評価内容

子ども理解
のための

知識や技能

子
ど
も
理
解

子どもへの
公平かつ

受容的対応

指
導
力

 指導内容の
 研 究

 指導技術の
 習 得
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（１年次「教職概論」終了後） 

私の学びの体験履歴（１年次） 幼・小・中 コース 
(該当するものに○) 組

学籍番号 名 前 

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心 

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 A】 (1)「１年次の自分」の現状は… 

【総括 B】 (3)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「１年次の自分」の現状は…（１年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」etc.） 
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（１年次「教職概論」終了後）

私の学びの体験履歴（１年次）
幼・小・中 コース

該当するものに○ 組

学籍番号 名 前

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 】 「１年次の自分」の現状は…

【総括 】 教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「１年次の自分」の現状は…（１年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」 ）

１年次に自分が体験したこと(大学の授業、附属学校園での演習、学外で子どもや先生・保護者・地域の方々等と関わる活動など)を振り返り、 

①各項目の自分の資質能力に強く影響を受けた体験・一場面を具体的に記述した上で、

②そのような体験をふまえ「自分自身の現状」をどのように捉えているかを記述しましょう。
（当該年度に「該当する経験が無い」「自分の変化が無い」と捉えている場合には、その旨を記載しましょう。） 

②自分自身の現状

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

②自分自身の現状

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

②自分自身の現状

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

②自分自身の現状

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

②自分自身の現状

探 究 心 

【総括 A】 (2)２年次の課題・目標（取り組みたいこと）は… 

【総括 B】 (4)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「２年次の自分」の目標は…（２年次に意識して取り組みたい！自己アピールに繋がる「努力・こだわり・特技」etc.） 
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8 

（２年次「教育実践プレ演習」「保育実習」終了後） 

私の学びの体験履歴（２年次） 幼・小・中 コース 
(該当するものに○) 領域 

学籍番号 名 前 

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心 

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 A】 (1)「２年次の自分」の現状は… 

【総括 B】 (3)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「２年次の自分」の現状は…（２年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」etc.） 
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（２年次「教育実践プレ演習」「保育実習」終了後）

私の学びの体験履歴（２年次）
幼・小・中 コース

該当するものに○ 領域

学籍番号 名 前

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 】 「２年次の自分」の現状は…

【総括 】 教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「２年次の自分」の現状は…（２年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」 ）

9 

２年次に自分が体験したこと(大学の授業、附属学校園/公立学校等での演習、学外で子どもや先生・保護者・地域の方々等と関わる活動など)を振り返り、 

①各項目の自分の資質能力に強く影響を受けた体験・一場面を具体的に記述した上で、

②そのような体験をふまえ「自分自身の現状」をどのように捉えているかを記述しましょう。
（当該年度に「該当する経験が無い」「自分の変化が無い」と捉えている場合には、その旨を記載しましょう。） 

②自分自身の現状

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

②自分自身の現状

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

②自分自身の現状

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

②自分自身の現状

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

②自分自身の現状

探 究 心 

【総括 A】 (2)３年次の課題・目標（取り組みたいこと）は… 

【総括 B】 (4)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「３年次の自分」の目標は…（３年次に意識して取り組みたい！自己アピールに繋がる「努力・こだわり・特技」etc.） 

9

9



8 

（３年次「教育実習・事後指導」終了後） 

私の学びの体験履歴（３年次） 幼・小・中 コース 
(該当するものに○) 領域 

学籍番号 名 前 

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心 

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 A】 (1)「３年次の自分」の現状は… 

【総括 B】 (3)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「３年次の自分」の現状は…（３年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」etc.） 

10

10



（３年次「教育実習・事後指導」終了後）

私の学びの体験履歴（３年次）
幼・小・中 コース

該当するものに○ 領域

学籍番号 名 前

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 】 「３年次の自分」の現状は…

【総括 】 教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「３年次の自分」の現状は…（３年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」 ）

9 

３年次に自分が体験したこと(大学の授業、附属学校園/公立学校等での演習、学外で子どもや先生・保護者・地域の方々等と関わる活動など)を振り返り、 

①各項目の自分の資質能力に強く影響を受けた体験・一場面を具体的に記述した上で、

②そのような体験をふまえ「自分自身の現状」をどのように捉えているかを記述しましょう。
（当該年度に「該当する経験が無い」「自分の変化が無い」と捉えている場合には、その旨を記載しましょう。） 

②自分自身の現状

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

②自分自身の現状

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

②自分自身の現状

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

②自分自身の現状

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

②自分自身の現状

探 究 心 

【総括 A】 (2)４年次の課題・目標（取り組みたいこと）は… 

【総括 B】 (4)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「４年次の自分」の目標は…（４年次に意識して取り組みたい！自己アピールに繋がる「努力・こだわり・特技」etc.） 

11

11



8 

（４年次「教職実践演習」終了後） 

私の学びの体験履歴（４年次） 幼・小・中 コース 
(該当するものに○) 領域 

学籍番号 名 前 

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心 

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 A】 (1)「４年次の自分」の現状は… 

【総括 B】 (3)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「４年次の自分」の現状は…（４年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」etc.） 

12

12



（４年次「教職実践演習」終了後）

私の学びの体験履歴（４年次）
幼・小・中 コース

該当するものに○ 領域

学籍番号 名 前

↑コピーして提出が求められる際、記入が必要です。↑

教職の使命

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

対人能力

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

子ども理解

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

指 導 力

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

探 究 心

①自分の資質能力に強く影響を受けた体験・出来事（強く影響を受け印象に残っている場面は…）

【総括 】 「４年次の自分」の現状は…

【総括 】 教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、「４年次の自分」の現状は…（４年次に意識して取り組んだ、自己アピールできる「努力・こだわり・特技」 ）

9 

４年次に自分が体験したこと(大学の授業、附属学校園/公立学校等での演習、学外で子どもや先生・保護者・地域の方々等と関わる活動など)を振り返り、 

①各項目の自分の資質能力に強く影響を受けた体験・一場面を具体的に記述した上で、

②そのような体験をふまえ「自分自身の現状」をどのように捉えているかを記述しましょう。
（当該年度に「該当する経験が無い」「自分の変化が無い」と捉えている場合には、その旨を記載しましょう。） 

②自分自身の現状

教職の使命 

・教職の理解

・教師としての

自覚と心構え

・教育問題に

対する関心

②自分自身の現状

対人能力 

・コミュニケー

ション能力

・協働性

・社会人として

の基本

②自分自身の現状

子ども理解 

・子ども理解

のための

知識や技能

・子どもへの

公平かつ

受容的対応

②自分自身の現状

指 導 力 

・指導内容の

研究

・指導技術の

習得

・学びの

基盤づくり

②自分自身の現状

探 究 心 

【総括 A】 (2)今後の課題・将来計画と抱負（取り組みたいこと・決意表明）は… 

【総括 B】 (4)教員になった自分が活かせる・誇れる“自分らしさ”について、今後の目標は…（今後、意識して取り組みたい！自己アピールに繋がる「努力・こだわり・特技」etc.） 
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香川大学教育学部は、学士課程の資質保証の取り組みの一環として、平成23年５月に教育実習の評価の観

点と評価指針を策定しました。学生諸君においては、大学における学び、教育実習期間中の学びの参考と

し、「力のある教師」に成長する基盤を培ってほしいと願っています。

教育実習は、教員養成カリキュラムの中核となる授業です。大学における多様な学びを総合し、学校現場

で様々な教育実践を行います。多様な関わりの中で、自らの実践を省察し、実践的指導力の礎を培っていき

ます。子どもたちの前に教師として立つにあたり、高い意欲と志、教育に関わる基本的な知識・理解を十分

に身に付けていることが求められます。

教育実習の評価に関しては、教育実習におけるすべての活動を対象として、「教職への使命」「対人能

力」「子ども理解」「指導力」「探究心」の大区分による評価の観点を採用します。

教育実習は無遅刻無欠席であることが求められます。教育実習期間中の出席日数が必要日数の４／５未満

である学生には、単位認定することはできません。

また下記の４条件を単位認定のための最低到達基準とします。（シラバスを参照すること）

① 教師として最低限必要な倫理観や道徳観を身に付けている。

② 子どもとコミュニケーションをとることができる。

③ 実地指導に基づいて１時間の学習指導案（幼稚園：１つの活動指導案）を立案できる。

④ １時間の授業 （幼稚園：１つの活動の指導）（公開・採点）を遂行できる。
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